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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】平成21年5月14日(2009.5.14)

【公表番号】特表2008-534809(P2008-534809A)
【公表日】平成20年8月28日(2008.8.28)
【年通号数】公開・登録公報2008-034
【出願番号】特願2008-504365(P2008-504365)
【国際特許分類】
   Ｄ０１Ｆ   6/74     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  85/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０１Ｆ   6/74    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｇ  85/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年3月27日(2009.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリアレーンアゾールマルチフィラメントヤーンの連続製造方法であって、
ａ）ポリアレーンアゾール重合体とポリ燐酸を含有して成る溶液を多数のオリフィスに通
して押し出すことでフィラメントを生じさせ、
ｂ）前記フィラメントからマルチフィラメントヤーンを生じさせ、
ｃ）前記ヤーンを約１２０℃以上の温度に約２分以内加熱することで前記ヤーンに入って
いるポリ燐酸の少なくともいくらかに加水分解を受けさせ、
ｄ）前記ヤーンから前記ポリ燐酸の加水分解物の少なくともいくらかを洗い流し、
ｅ）前記洗浄したヤーンを乾燥させ、
ｆ）場合により、前記ヤーンを約３００℃以上に加熱し、そして
ｇ）前記ヤーンを１分当たり少なくとも約５０メートルの速度で集める、
ことを含んで成る方法。
【請求項２】
　前記加水分解を受けさせる前のヤーンに調整を受けさせることを追加的に含んで成る請
求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記押し出した後のフィラメントをエアギャップに通した後に凝固浴の中に通す請求項
１記載の方法。
【請求項４】
　前記溶液が液晶溶液である請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記ポリアレーンアゾール重合体がアゾール生成用単量体から生じさせた重合体であり
、ここで、前記単量体が２，５－ジメルカプト－ｐ－フェニレンジアミン、テレフタル酸
、ビス－（４－安息香酸）、オキシ－ビス－（４－安息香酸）、２，５－ジヒドロキシテ
レフタル酸、イソフタル酸、２，５－ピリドジカルボン酸、２，６－ナフタレンジカルボ
ン酸、２，６－キノリンジカルボン酸、２，６－ビス（４－カルボキシフェニル）ピリド
ビスイミダゾール、２，３，５，６－テトラアミノピリジン、４，６－ジアミノレゾルシ
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ノール、２，５－ジアミノヒドロキノン、２，５－ジアミノ－４，６－ジチオベンゼンま
たはこれらの任意組み合わせである請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記アゾール生成用単量体が２，３，５，６－テトラアミノピリジンおよび２，５－ジ
ヒドロキシテレフタル酸である請求項５記載の方法。
【請求項７】
　調整が前記ヤーンから表面の液体を除去することを含んで成る請求項２記載の方法。
【請求項８】
　表面の液体を除去する前に前記ヤーンを水溶液で濯いでおく請求項７記載の方法。
【請求項９】
　前記ヤーンを約１５０℃以上の温度に加熱することで前記ヤーンに入っている前記ポリ
燐酸の少なくともいくらかに加水分解を受けさせる請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　前記洗浄が前記ヤーンを塩基水溶液と接触させることを含んで成る請求項１記載の方法
。
【請求項１１】
　前記洗浄が前記ヤーンを塩基水溶液と接触させた後に酸水溶性と接触させることを含ん
で成る請求項１記載の方法。
【請求項１２】
　前記洗浄が前記ヤーンを水と接触させることを含んで成る請求項１記載の方法。
【請求項１３】
　前記ヤーンを水含有量が約２０重量パーセント未満になるまで乾燥させる請求項１記載
の方法。
【請求項１４】
　段階ｆ）で前記ヤーンを約４００℃以上の温度に加熱する請求項１記載の方法。
【請求項１５】
　前記ヤーンを１分当たり少なくとも約１００メートルの速度で集める請求項１記載の方
法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４９】
　この上に記述した要約ばかりでなく詳細な説明も添付図と関連させて読むことで更に理
解されるであろう。本発明を例示する目的で、本発明の典型的な態様を本図に示すが、し
かしながら、本発明をその開示する具体的な方法、組成物およびデバイスに限定するもの
でない。
　次に、本発明の好ましい態様を示す。
１．ポリアレーンアゾールマルチフィラメントヤーンの連続製造方法であって、
ａ）ポリアレーンアゾール重合体とポリ燐酸を含有して成る溶液を多数のオリフィスに通
して押し出すことでフィラメントを生じさせ、
ｂ）前記フィラメントからマルチフィラメントヤーンを生じさせ、
ｃ）前記ヤーンを約１２０℃以上の温度に約２分以内加熱することで前記ヤーンに入って
いるポリ燐酸の少なくともいくらかに加水分解を受けさせ、
ｄ）前記ヤーンから前記ポリ燐酸の加水分解物の少なくともいくらかを洗い流し、
ｅ）前記洗浄したヤーンを乾燥させ、
ｆ）場合により、前記ヤーンを約３００℃以上に加熱し、そして
ｇ）前記ヤーンを１分当たり少なくとも約５０メートルの速度で集める、
ことを含んで成る方法。
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２．前記加水分解を受けさせる前のヤーンに調整を受けさせることを追加的に含んで成る
前記１記載の方法。
３．前記押し出した後のフィラメントをエアギャップに通した後に凝固浴の中に通す前記
１記載の方法。
４．前記溶液が液晶溶液である前記１記載の方法。
５．前記ポリアレーンアゾール重合体がアゾール生成用単量体から生じさせた重合体であ
り、ここで、前記単量体が２，５－ジメルカプト－ｐ－フェニレンジアミン、テレフタル
酸、ビス－（４－安息香酸）、オキシ－ビス－（４－安息香酸）、２，５－ジヒドロキシ
テレフタル酸、イソフタル酸、２，５－ピリドジカルボン酸、２，６－ナフタレンジカル
ボン酸、２，６－キノリンジカルボン酸、２，６－ビス（４－カルボキシフェニル）ピリ
ドビスイミダゾール、２，３，５，６－テトラアミノピリジン、４，６－ジアミノレゾル
シノール、２，５－ジアミノヒドロキノン、２，５－ジアミノ－４，６－ジチオベンゼン
またはこれらの任意組み合わせである前記１記載の方法。
６．前記アゾール生成用単量体が２，３，５，６－テトラアミノピリジンおよび２，５－
ジヒドロキシテレフタル酸である前記５記載の方法。
７．調整が前記ヤーンから表面の液体を除去することを含んで成る前記２記載の方法。
８．表面の液体を除去する前に前記ヤーンを水溶液で濯いでおく前記７記載の方法。
９．前記ヤーンを約１５０℃以上の温度に加熱することで前記ヤーンに入っている前記ポ
リ燐酸の少なくともいくらかに加水分解を受けさせる前記１記載の方法。
１０．前記ヤーンを約１８０℃以上の温度に加熱することで前記ヤーンに入っている前記
ポリ燐酸の少なくともいくらかに加水分解を受けさせる前記９記載の方法。
１１．前記ヤーンを約２００℃以上の温度に加熱することで前記ヤーンに入っている前記
ポリ燐酸の少なくともいくらかに加水分解を受けさせる前記１０記載の方法。
１２．前記洗浄が前記ヤーンを塩基水溶液と接触させることを含んで成る前記１記載の方
法。
１３．前記洗浄が前記ヤーンを塩基水溶液と接触させた後に酸水溶性と接触させることを
含んで成る前記１記載の方法。
１４．前記洗浄が前記ヤーンを水と接触させることを含んで成る前記１記載の方法。
１５．前記ヤーンを水含有量が約２０重量パーセント未満になるまで乾燥させる前記１記
載の方法。
１６．段階ｆ）で前記ヤーンを約４００℃以上の温度に加熱する前記１記載の方法。
１７．前記ヤーンを１分当たり少なくとも約１００メートルの速度で集める前記１記載の
方法。
１８．前記ヤーンを１分当たり少なくとも約２５０メートルの速度で集める前記１記載の
方法。
１９．前記ヤーンを１分当たり少なくとも約５００メートルの速度で集める前記１記載の
方法。
２０．前記ヤーンを１分当たり少なくとも約８００メートルの速度で集める前記１記載の
方法。
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